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日本獣医生命科学大学と産学連携協定を締結
締結日 : 平成28年3月1日　締結場所 : 日本獣医生命科学大学（東京都武蔵野市）

日
本
獣
医
生
命
科
学
大
学

（
池
本
卯
典
学
長
）
と
当
Ｊ

Ａ
は
三
月
一
日
、
日
本
獣
医
生

命
科
学
大
学
（
東
京
都
武
蔵
野

市
）
で
産
学
連
携
協
力
に
関
す

る
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。

協
定
は
、
両
機
関
が
行
な
う

教
育
・
研
究
・
営
農

活
動
全
般
に
つ
い
て

連
携
及
び
交
流
を
図

り
な
が
ら
、
相
互
に

お
け
る
一
層
の
進
展

と
高
度
な
専
門
技
術

を
持
つ
獣
医
師
、
技

術
者
お
よ
び
酪
農
家

の
養
成
・
確
保
に
資

す
る
こ
と
が
目
的
で

す
。連

携
協
力
事
業
と

し
て
、
学
生
の
実
習

等
の
受
け
入
れ
・
学

術
研
究
に
お
け
る
交

流
、
情
報
の
保
護
、

協
定
の
期
間
等
が
具

体
的
な
内
容
で
す
。

今
後
は
、
連
携
協

力
事
業
達
成
に
向
け
、

実
習
生
の
受
入
体
制
の
充
実
や

学
生
を
呼
び
込
む
活
動
と
し
て
、

当
Ｊ
Ａ
及
び
三
行
政
地
区
の
良

さ
を
ピ
ー
ア
ー
ル
す
る
活
動
な

ど
、
事
業
内
容
の
充
実
を
目
指

し
て
い
く
方
針
で
す
。

締結式に出席の武藤組合長、成田理事、坂本部長（右列）

協定書に署名
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釧路丹頂農業協同組合 植生改善プロジェクト開始
目的：自給飼料基盤を強化し経営改善を図る!!

二
月
十
五
日
、
本
所
で
釧
路
丹
頂
農

業
協
同
組
合
植
生
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
規
約
制
定
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代

表
武
藤
清
隆
組
合
長
は
「
平
成
二
十

七
年
度
、
組
合
員
の
経
営
状
況
は
、
計

画
以
上
の
乳
量
実
績
及
び
個
体
販
売
価

格
の
高
騰
等
も
要
因
と
な
り
所
得
は
上

向
き
ま
し
た
。
し
か
し
目
指
す
方
向
と

し
て
、
乳
価
の
値
上
げ
等
に
重
き
を
置

く
の
で
は
な
く
、
自
ら
所
得
向
上
へ
向

け
た
自
助
努
力
が
不
可
欠
で
す
。

土
・
草
作
り
を
重
視
し
、
草
地
を
最

大
限
に
活
用
し
た
上
で
の
コ
ス
ト
削
減

策
へ
向
け
た
植
生
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
今
回
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
い
か
に
コ

ス
ト
を
か
け
ず
に
草
地
更
新
を
実
施
し

て
い
く
か
等
に
取
り
組
み
、所
得
確
保
・

経
営
改
善
へ
向
け
各
関
係
組
織
と
協
力

し
、
し
っ
か
り
と
実
を
結
び
大
き
な
成

果
を
上
げ
る
事
を
目
指
し
て
参
り
た

い
。」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
自
給
飼
料
の

栄
養
価
を
高
め
牧
草
を
最
大
限
に
活
用

し
、
飼
料
コ
ス
ト
低
減
に
よ
る
生
乳
生

産
と
経
営
改
善
に
資
す
る
べ
く
、
自
給

飼
料
基
盤
の
強
化
を
図
る
事
を
目
的
と

し
、
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、
次
に
掲

げ
る
事
業
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

▪
事
業
内
容

⑴ 

圃
場
利
用
マ
ッ
プ
の
作
成

⑵ 

植
生
調
査
の
実
施

⑶ 

草
地
更
新
事
業
に
関
す
る
事

⑷ 

雑
草
処
理
対
策
に
関
す
る
事

⑸ 

草
地
維
持
管
理
に
関
す
る
事

⑹ 

 「
健
康
な
土
・
健
康
な
草
づ
く
り
」

を
良
質
な
飼
料
調
整
に
つ
な
げ
る
事

⑺ 

 

そ
の
他
目
的
達
成
に
必
要
な
事
項

▪
構
　
成

⑴ 

釧
路
丹
頂
農
業
協
同
組
合

⑵ 

 

釧
路
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー

釧
路
中
西
部
支
所

⑶ 

鶴　

居　

村

⑷ 

白　

糠　

町

⑸ 

釧　

路　

市

⑹  

ホ 

ク 

レ 

ン

⑺  

北
海
道
農
業
公
社

プロジェクト構成メンバー
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白糠町緑化推進委員会 間伐コンクール優秀賞受賞!!

二
月
十
七
日
、
白
糠
町
役
場
で
第

七
回
間
伐
コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
白
糠
町
緑

化
推
進
委
員
会
が
人
工
林
の
適
正
な

管
理
や
育
成
に
積
極
的
に
取
り
組
む

森
林
所
有
者
を
表
彰
し
、
白
糠
町
一

般
民
有
林
の
林
業
技
術
や
林
業
経
営

改
善
等
に
対
す
る
意
識
高
揚
を
図
る

目
的
で
平
成
十
五
年
度
か
ら
隔
年
で

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
回
、
当
Ｊ
Ａ
は
優
秀
賞
を
受
賞

し
、
他
三
名
川
嶋
理
智
子
様
、
峯
田

悟
様
、
松
田
修
人
様
（
当
日
欠
席
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

今
後
も
当
Ｊ
Ａ
保
有
林
の
育
成
、

維
持
の
た
め
、
適
正
な
管
理
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

左から峯田 悟様、對木範誉専務、川嶋理智子様

優秀賞を受け取る對木範誉専務

幌　呂 音　別

二
月
九
、
十
日
の
両
日
、
四
地

区
で
次
期
農
協
役
員
選
任
に
係
る

組
合
員
説
明
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
五
月
の
通
常
総
会
を
も
っ
て

理
事
・
監
事
の
任
期
が
満
了
す
る

こ
と
か
ら
、
今
後
一
連
の
日
程
に

沿
っ
て
取
り
進
め
て
参
り
ま
す
。

役
員
選
任

組
合
員
説
明
会
開
催
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第28回ＪＡ北海道大会「パネリストからの提言」

Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
で
開
催
し
た

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
パ

ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん
か
ら
提
言
頂

き
ま
し
た
「
北
海
道
農
業
と
Ｊ
Ａ

グ
ル
ー
プ
に
期
待
す
る
こ
と
」
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

第
２
回
は
、
丸
谷
智
保
氏
の
提

言
を
紹
介
し
ま
す
。

流
通
機
構
、
構
造
を
簡
素
化
し

て
中
間
マ
ー
ジ
ン
の
排
除

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
グ
ル
ー
プ
全

体
で
農
業
法
人
と
し
て
１０８ 

Ｈａ
を
耕

作
し
て
い
る
が
、
農
業
に
お
け
る

流
通
機
構
、
構
造
を
よ
り
簡
素
化

し
て
、
中
間
マ
ー
ジ
ン
を
排
除
し
、

農
業
所
得
に
振
り
向
け
る
こ
と
が

重
要
だ
と
思
う
。

そ
の
た
め
の
よ
り
強
固
な
プ
ラ

ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
（
基
盤
）
と
し
て
、

農
協
あ
る
い
は
中
央
会
の
必
要
性

は
よ
り
強
ま
っ
て
い
る
。
そ
れ
か

ら
例
え
ば
、
簡
素
な
、
効
果
的
な

流
通
機
構
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、

歩
留
り
を
上
げ
る
た
め
非
正
規
品
、

ハ
ネ
も
の
が
流
通
す
る
市
場
を
つ

く
る
。
常
に
苦
労
す
る
歩
留
ま
り

向
上
に
ど
れ
だ
け
繋
が
る
マ
ー
ケ

ッ
ト
を
創
造
で
き
る
か
。

海
上
輸
送
の
効
率
化

我
々
も
物
流
に
は
苦
労
し
て
い

る
。
遠
い
農
村
か
ら
市
場
の
都
市

あ
る
い
は
首
都
圏
へ
物
流
す
る
コ

ス
ト
は
非
常
に
大
き
い
。
北
海
道

は
、
ど
う
し
て
も
海
上
輸
送
が
必

要
に
な
る
が
、
こ
れ
を
効
率
化
す

る
。そ

う
い
う
意
味
で
も
組
織
の
意

味
は
強
い
。
効
率
化
を
進
め
る
こ

と
で
所
得
を
増
加
さ
せ
、
配
分
を

変
え
て
い
く
。

ま
た
、
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で

あ
る
農
協
が
商
品
の
価
格
を
評
価

し
、
即
買
い
取
り
、
即
支
払
う
仕

組
み
を
作
っ
て
は
ど
う
か
。
資
金

繰
り
の
向
上
に
つ
な
が
る
。

そ
の
他
に
、
農
繁
期
の
人
材
の

確
保
、
販
路
拡
大
。
こ
れ
ら
は
今

で
も
や
っ
て
い
る
が
、
よ
り
強
固

に
し
て
い
く
。
そ
し
て
安
定
供
給
、

物
流
面
で
の
大
胆
な
提
言
、
こ
れ

は
政
府
に
対
し
て
も
や
っ
て
い
く
。

こ
う
い
っ
た
こ
と
を
す
べ
き
組
織

と
し
て
よ
り
強
い
も
の
を
作
っ
て

い
っ
た
ら
ど
う
か
。

戦い
く
さ

か
ら
外
交
戦
略
へ

平
成
30
年
に
向
け
て
激
論
を
し
、

結
論
を
出
し
て
ほ
し
い
。
も
う
そ

の
時
期
に
入
っ
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
平
成
30
年
の
大
会
に
向
け
て
、

守
る
と
か
防
衛
す
る
と
い
う
戦
を

す
る
の
で
は
な
く
、
外
交
戦
略
・

外
交
交
渉
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

戦
と
外
交
の
違
い
は
、
戦
は
勝

つ
べ
き
戦
だ
が
負
け
る
か
も
し
れ

な
い
。
外
交
は
１００
％
は
と
れ
な
い

が
、
最
低
限
守
る
べ
き
も
の
は
守

る
、
あ
る
い
は
主
張
す
べ
き
も
の

は
主
張
し
て
と
る
、
と
い
う
こ
と
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
た

真
摯
な
議

論
・
激
論
、

そ
し
て
結

論
を
出
す

こ
と
を
ご

提
言
申
し

上
げ
た
い
。

今
回
、
所
得
増
の
具
体
的
な
数

値
目
標
を
掲
げ
た
の
は
素
晴
ら
し

い
。
議
論
を
尽
し
て
、
２
つ
で
も

３
つ
で
も
具
体
論
に
結
び
付
け
る
。

や
っ
て
、
だ
め
だ
っ
た
ら
ま
た
や

る
。物

流
を
見
直
す
、
法
律
化
す
る
、

政
府
か
ら
引
き
出
す
。
例
え
ば
、

農
産
物
を
運
ぶ
の
に
高
速
道
路
を

使
え
ば
タ
ダ
に
す
る
。
フ
ェ
リ
ー

代
を
安
く
す
れ
ば
、
競
争
力
の
あ

る
農
産
物
を
も
っ
と
本
州
に
出
せ

る
か
も
し
れ
な
い
。
所
得
の
分
配

に
結
び
付
く
具
体
的
な
議
論
を
し

て
一
致
団
結
し
て
ぶ
つ
け
る
外
交

交
渉
に
入
っ
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

最
後
に
一
言

セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
で
は
、
ほ
と

ん
ど
北
海
道
の
原
材
料
、
農
産
物

を
使
っ
て
お
り
、
大
地
の
恩
恵
を

も
の
す
ご
く
受
け
て
い
る
と
感
じ

る
。
北
海
道
は
特
別
な
地
域
だ
が
、

中
央
で
は
、
ひ
と
く
く
り
で
見
ら

れ
て
い
る
。

５５０
万
人
の
サ
ポ
ー
タ
ー
を
味
方

に
つ
け
て
、
北
海
道
か
ら
日
本
全

国
の
農
業
の
重
要
さ
を
、
ぜ
ひ
組

織
力
を
発
揮
し
て
発
信
し
て
頂
き

た
い
。

～
第
２８
回
Ｊ
Ａ
北
海
道
大
会
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
～

所
得
増
に
つ
な
が
る
よ
り
強
固
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
へ 

平
成
30
年
に
む
け
て
激
論
を

株
式
会
社
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト
社
長
　
丸
谷
智
保
氏

丸
まる

谷
たに

智
とも

保
やす

氏
株式会社

セイコーマート　社長
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釧路農業改良普及センター　釧路中西部支所普及センターだより

分
娩
時
の
ト
ラ
ブ
ル
を
極
力
減
ら

す
た
め
に
、
周
産
期
の
適
切
な
飼
養

管
理
が
重
要
で
す
。
そ
の
中
で
も
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
増
給
方
法
が
成
否
の
鍵

を
握
り
ま
す
。
今
回
は
、
周
産
期
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
給
与
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。

現
在
研
究
・
推
奨
さ
れ
て
い
る
周

産
期
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
増
や
す
方
法

は
二
通
り
あ
り
ま
す
。

一
つ
は
ル
ー
メ
ン
の
機
能
を
最
大

化
さ
せ
る
た
め
に
乾
乳
期
か
ら
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
増
加
さ
せ
る
方
法
で
す
。

二
つ
め
は
、
分
娩
後
の
肝
機
能
の

低
下
を
抑
え
る
た
め
、
乾
乳
期
か
ら

太
ら
せ
な
い
よ
う
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
方
法
で
す
。

ど
ち
ら
が
正
し
い
と
い
う
こ
と
は

な
く
、
現
状
の
管
理
方
法
で
問
題
が

無
い
の
な
ら
特
に
変
更
す
る
必
要
は

あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
、
現
状
で
周
産

期
に
課
題
が
あ
る
の
な
ら
、
検
討
す

る
価
値
は
あ
り
ま
す
。

二
つ
の
方
法
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

増
給
を
は
じ
め
る
タ
イ
ミ
ン
グ
が
異

な
り
ま
す
（
表
）。

表
の
パ
タ
ー
ン
①
は
乾
乳
後
期
か

ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
給
を
開
始
す
る

方
法
で
す
。
そ
の
こ
と
で
、
ル
ー
メ

ン
の
絨
毛
を
発
育
さ
せ
、
分
娩
し
て

か
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
加
さ
れ
る

こ
と
に
備
え
て
ル
ー
メ
ン
を
慣
ら
し

て
お
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

パ
タ
ー
ン
②
は
乾
乳
期
は
太
ら
せ

な
い
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
給
与
は

極
力
抑
え
、
分
娩
し
て
か
ら
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
増
給
を
始
め
る
方
法
で
す
。

ど
ち
ら
に
共
通
し
て
い
え
る
こ
と

は
増
給
の
ス
ピ
ー
ド
を
急
に
し
た
り
、

飼
料
給
与
内
容
を
大
き
く
変
化
さ
せ

る
こ
と
は
避
け
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

◎
群
管
理
の
場
合

乾
乳
期
群
、
泌
乳
期
群
の
間
に
段

階
を
踏
め
る
よ
う
な
群
を
設
け
る
と

良
い
で
し
ょ
う
。
乾
乳
牛
を
二
群
に

分
け
た
り
、
産
褥
牛
群
の
設
置
が
そ

れ
に
あ
た
り
ま
す
。

◎
繋
ぎ
飼
い
の
場
合

ス
テ
ー
ジ
毎
の
個
別
給
与
が
可
能

で
す
の
で
、
段
階
的
に
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
増
給
が
可
能
で
す
。
搾
乳
牛
の
間

に
乾
乳
牛
が
混
在
す
る
場
合
は
、
盗

食
を
避
け
る
た
め
、
乾
乳
牛
は
一
カ

所
に
ま
と
め
て
飼
う
か
（
写
真
１
）、

盗
食
防
止
盤
を
つ
け
る
等
の
工
夫
が

必
要
で
す
。

Ａ
農
場
で
は
、
乾
乳
牛
は
ラ
ッ
プ

サ
イ
レ
ー
ジ
主
体
に
給
与
し
て
い
ま

す
。
分
娩
後
は
産
褥
牛
群
に
、
搾
乳

用
Ｔ
Ｍ
Ｒ
に
ラ
ッ
プ
サ
イ
レ
ー
ジ
を

併
給
し
、
両
方
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

配
慮
し
て
い
ま
す
（
写
真
２
）。

周
産
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
濃
度
が
段

階
的
に
高
め
ら
れ
て
い
る
た
め
、
農

場
主
か
ら
は
「
分
娩
後
に
食
い
止
ま

る
牛
が
ほ
と
ん
ど
い
な
い
」
と
の
感

想
が
あ
り
ま
し
た
。

周
産
期
の
飼
養
方
法
は
、
農
場
に

よ
っ
て
様
々
で
す
の
で
、
今
回
の
考

え
方
を
参
考
に
、
で
き
る
と
こ
ろ
か

ら
取
り
組
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。

（
平
成
二
十
八
年
二
月
作
成
）

表　乳期毎の増給パターン

区 分 乾 乳
前 期

乾 乳
後 期 産褥期 泌 乳

初 期

パターン
① 低 中

増給開始→
高 高

パターン
② 低 低 中

増給開始→
高

＊�表中の低、中、高は、飼料中のエネルギ
ー濃度の高低を示す。

写真２　�産褥牛に搾乳用ＴＭＲとラップ
サイレージを給与している

写真１　�乾乳牛と搾乳牛の間を１ストー
ル分空けて分けて管理している

周
産
期
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

給
与
を
考
え
ま
し
ょ
う

一　

エ
ネ
ル
ギ
ー
増
給
の
考
え
方

三　

給
与
事
例

二　

�

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
給
を
は
じ

め
る
タ
イ
ミ
ン
グ

5
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■平成27年度 　生乳生産実績（2月）
月計乳量（kg） 2月前年比（％） 累計乳量（kg） 累計前年比（％）

釧 路 丹 頂 農 協 8,269,249.6 107.3 93,380,197.3 104.4
（鶴居地区） 2,770,580.0 105.5 31,840,251.9 105.7
（幌呂地区） 2,212,372.3 110.7 24,513,659.4 103.8
（白糠地区） 1,741,397.8 104.3 19,672,406.2 103.2
（音別地区） 1,544,899.5 109.3 17,353,879.8 104.3

管 内 計 42,898,908.9 107.5 488,027,160.8 102.9
（前年度管内計） 39,906,109.9 474,404,258.8

編 集 後 記
EDITOR’S NOTE

□  東北地方太平洋沖地震とそれに伴って発生した津波及びその後の大きな余
震によってもたらされた人的被害は、警察庁のまとめでは一連の余震での
死者も含めると、死者₁₅，₈₉₁人、行方不明者₂，₅₈₄人、消防庁のまとめでは、
震災関連死を含めると死者は₁₉，₄₁₈人にのぼります。被災地の復旧・復興
はいまだ道半ばで、今なお避難生活を余儀なくされている方は約₂₃万人に
及びます。震災から５年が経過し、自治体や個人間で復旧・復興の格差が
生じ、被災者や被災地が抱える問題は複雑化・深刻化しております。避難
生活を余儀なくされ、原子力発電所の事故等により震災前の居住地に戻り
たいが戻れない、戻る事をあきらめる等様々な要因で現在に至っている
方々がメディア等で報道されております。震災による様々な影響は計り知
れませんが、復旧や復興、今後の生活に向け全力を尽くしている方々が大
勢いる事を忘れてはいけないと感じております。

大変お世話になりました。
鈴 木 俊 史
白糠支所　家畜改良課家畜改良係長　２月29日をもって退職しました。

理　事　会　報　告
２月定例理事会　平成28年2月26日（金）

報告事項�
１．専決事項及び諸会議について
２．各委員会・諸会議等について
３．1月末財務状況について
４．事業の実施処理状況について
５．離農農家の延滞債権の回収について
６．�釧路丹頂農業協同組合植生改善プロジェクト
規約の制定について

付議事項�
議案第１号　�組合員の資格審査について
議案第２号　出資の減口承認について
議案第３号　�大口信用供与先に対する融資の承認

について
議案第４号　平成２８年度監査計画の策定について

議案第５号　�平成２８年度生乳生産基盤緊急対策事
業要領の制定について

議案第６号　�北海道農業信用基金協会に対する出
資増口について

議案第７号　固定資産の取得について
議案第８号　諸規程等の一部変更について
議案第９号　理事会役員推薦委員の選任について
議案第10号　�従業員に対する年度末賞与の支給に

ついて
　※以上全件原案通り承認されました。

その他協議事項�
１．�平成２７年度決算処理方針（案）について
２．平成２８年度事業計画（案）について
３．当面の業務日程について
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